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◆なんてことをしてくれた！

こ
こ
は
ど
こ
！

（つづく）

○町名もCHANGEか！
まちあるきが楽しくなる
おもしろ投稿募集中！

▲道をほんのりと照らす万灯が美しい。堤方橋付近で。（写真はいずれも2008年10月12日撮影）

▲池上駅臨時改札口へと人波が押し寄せる

秋
の
風
物
詩
「
お
会
式
」

暑
も
一
段
落
し
、
め
っ

き
り
過
ご
し
や
す
く

な
る
10
月
。
池
上
の
街
に
秋

本
番
を
告
げ
る
行
事
が
、
毎

残

年
10
月
11
日
か
ら
三
日
間
に

わ
た
っ
て
執
り
行
わ
れ
る
本

門
寺
の
「
お
会
式
（
お
え
し

き
）」
で
あ
る
。
一
見
秋
祭
り

の
よ
う
だ
が
、
本
来
は
日
蓮

宗
の
開
祖
で
あ
る
日
蓮
聖
人

の
命
日
に
あ
わ
せ
て
実
施
さ

れ
る
法
要
で
あ
り
、
全
国
の

日
蓮
宗
の
寺
院
を
中
心
に
営

ま
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
池

上
の
お
会
式
に
は
特
別
な
意

味
が
あ
る
。
一
二
八
二
（
弘

安
５
）
年
、甲
斐
（
山
梨
県
）

の
身
延
山
か
ら
常
陸
（
茨
城

県
）
へ
と
病
気
療
養
の
た
め

に
向
か
っ
て
い
た
日
蓮
が
生
涯

最
後
の
数
週
間
を
過
ご
し
、

61
歳
で
亡
く
な
っ
た
の
が
ま
さ

に
こ
こ
池
上
の
地
だ
か
ら

だ
。
そ
の
た
め
、
全
国
で
も
っ

と
も
そ
の
規
模
が
大
き
く
、

期
間
中
に
は
数
十
万
人
も
の

参
詣
者
が
本
門
寺
と
そ
の
界

隈
に
や
っ
て
く
る
。

本
門
寺
へ
の
道
の
り

治
の
半
ば
、
大
森
駅

が
池
上
本
門
寺
参
詣

に
便
利
な
最
寄
り
駅
と
し
て

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

八
七
六
（
明
治
９
）
年
に
開

業
し
た
大
森
駅
は
、
開
業
直

後
こ
そ
利
用
者
は
少
な
か
っ

た
が
、
池
上
電
気
鉄
道
（
現

明

在
の
東
急
池
上
線
）
は
当
時

ま
だ
な
く
、
お
会
式
に
あ
わ

せ
て
臨
時
列
車
が
運
行
さ
れ

る
ほ
ど
の
人
出
だ
っ
た
と
い

う
。
一
八
八
五
（
Ｍ
18
）
年

10
月
13
日
未
明
に
は
、
そ
の

臨
時
列
車
が
大
森
駅
構
内
で

脱
線
事
故
を
起
こ
し
、
乗
客

１
名
が
亡
く
な
っ
た
。
お
会
式

の
さ
な
か
の
衝
撃
的
な
出
来

事
だ
が
、
こ
れ
が
我
が
国
で

初
め
て
乗
客
が
亡
く
な
っ
た

鉄
道
事
故
と
い
わ
れ
て
い

る
。
大
森
駅
ホ
ー
ム
の
蒲
田

寄
り
に
立
つ
と
、
東
海
道
本

線
の
上
下
線
の
間
に
木
製
の

碑
が
あ
る
の
に
気
づ
く
が
、

実
は
こ
れ
が
そ
の
事
故
の
慰

霊
碑
と
い
わ
れ
て
い
る
。
現

在
も
Ｊ
Ｒ
関
係
者
に
よ
る
供

養
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
大

勢
の
お
会
式
参
詣
者
が
大
森

駅
を
利
用
し
て
い
た
歴
史
を

今
に
伝
え
て
い
る
。

　
大
正
時
代
に
入
る
と
大
森

と
池
上
の
間
の
平
間
街
道
に

は
乗
合
馬
車
が
行
き
交
い
、

一
九
三
〇（
昭
和
５
）
年
に
は

バ
ス
が
走
り
始
め
る
。
池
上

―

蒲
田
間
に
池
上
電
気
鉄
道

が
開
通
し
た
の
は
、
一
九
二

二
（
大
正
11
）
年
十
月
の
お

会
式
直
前
の
こ
と
。
本
門
寺

へ
の
参
詣
路
線
と
し
て
か
ね

て
よ
り
計
画
は
あ
っ
た
も
の

の
、
最
初
の
免
許
申
請
か
ら

約
10
年
の
難
航
を
経
て
の
開

通
だ
っ
た
。
六
年
後
に
よ
う

や
く
五
反
田
ま
で
線
路
が
伸

び
、
乗
客
も
増
え
て
い
っ
た

が
、
目
黒
蒲
田
電
鉄
（
東
急

の
前
身
）
の
目
蒲
線
と
並
行

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
一

九
三
四
（
Ｓ
９
）
年
に
は
同

社
に
合
併
さ
れ
た
と
い
う
歴

史
を
持
つ
。
昭
和
五
十
年
代

に
は
、西
島
三
重
子
の
歌
『
池

上
線
』
の
大
ヒ
ッ
ト
で
全
国

的
に
名
が
知
れ
渡
り
、
平
成

に
な
る
ま
で
戦
前
生
ま
れ
の

旧
型
電
車
も
活
躍
し
た
。
最

新
鋭
の
電
車
が
走
る
現
在

も
、
三
両
編
成
の
都
市
型
ロ
ー

カ
ル
線
と
し
て
独
特
の
魅
力

を
放
つ
。
お
会
式
の
万
灯
行

列
が
あ
る
十
月
十
二
日
に
は

夕
方
か
ら
臨
時
ダ
イ
ヤ
が
組

ま
れ
る
。
ご
っ
た
返
す
乗
客

を
さ
ば
く
姿
は
、
参
詣
鉄
道

の
面
目
躍
如
と
い
っ
た
と
こ
ろ

だ
。

と
い
っ
て
も
お
会
式
の

〈
華
〉
は
、
日
蓮
の

命
日
の
前
日
（
お
逮
夜
）
の

万
灯
行
列
だ
。
10
月
12
日
、

日
が
西
に
傾
く
こ
ろ
に
な
る

と
、
明
か
り
を
と
も
し
た
万

灯
が
各
地
か
ら
池
上
に
集
結

し
て
く
る
。
遠
く
か
ら
の
万

灯
も
か
つ
て
は
信
徒
た
ち
が

担
い
で
運
ん
だ
よ
う
だ
が
、

現
在
は
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ

て
く
る
も
の
が
多
い
。

　
池
上
通
り
を
大
森
か
ら
歩
い

て
い
く
と
、
大
田
文
化
の
森

を
過
ぎ
て
東
急
バ
ス
池
上
営

業
所
の
あ
た
り
か
ら
は
片
側

の
車
線
を
万
灯
行
列
が
進

み
、
バ
ス
も
一
般
の
車
も
そ

れ
に
巻
き
込
ま
れ
る
。
通
り

沿
い
に
は
地
元
町
内
の
万
灯

も
飾
ら
れ
、
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
る
。
呑
川
を
渡
る
堤
方

橋
の
手
前
で
一
般
車
は
通
行

止
と
な
り
、
バ
ス
だ
け
は
も

う
少
し
進
み
、
堤
方
橋
の
前

後
の
路
地
に
頭
を
突
っ
込
ん

で
大
森
へ
折
り
返
し
て
い

く
。
一
年
に
一
度
、
こ
の
大

掛
か
り
な
交
通
規
制
は
池
上

警
察
署
に
と
っ
て
も
大
舞

台
。
規
制
後
、
池
上
地
区
に

は
居
住
者
・
関
係
者
以
外
の

車
は
一
切
入
れ
な
く
な
る
。

　
池
上
駅
も
賑
わ
い
を
見
せ

る
。
バ
ス
の
来
な
い
駅
前
広

場
は
、
時
間
を
追
う
ご
と
に

人
で
あ
ふ
れ
る
。
臨
時
ダ
イ

ヤ
で
到
着
す
る
電
車
か
ら

は
、
こ
の
日
に
し
か
見
ら
れ

な
い
臨
時
改
札
口
へ
と
人
波

が
押
し
寄
せ
る
。
駅
か
ら
参

道
に
か
け
て
は
露
店
が
並

び
、
祭
り
の
雰
囲
気
を
存
分

に
味
わ
い
な
が
ら
、
参
詣
客

も
万
灯
行
列
も
熱
気
を
帯
び

て
本
門
寺
へ
と
向
か
っ
て
い

く
。
池
上
の
街
が
一
年
の
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
瞬
間

だ
。
未
体
験
の
方
は
、
ぜ
ひ

今
年
こ
そ
。
往
時
の
参
詣
者

た
ち
の
よ
う
に
、
思
い
切
っ
て

大
森
か
ら
歩
い
て
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
。

何

【
参
考
文
献
】

・
日
蓮
宗
大
本
山
池
上
本
門
寺
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（http://honm

onji.jp/

）

・
関
田
克
孝
監
修『
街
と
駅
80
年
の
情
景
』

（
東
急
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、２
０
０
８
）

・
山
之
内
秀
一
郎
著『
な
ぜ
起
こ
る
鉄
道
事

故
』（
東
京
新
聞
出
版
局
、２
０
０
０
）

・
バ
ス
ラ
マ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
臨
時

増
刊
１『
東
急
バ
ス
の
す
べ
て
』〈
復
刻
版
〉

（
ぽ
る
と
出
版
、２
０
０
０
）

練
り
歩
く
万
灯

■

大
森
に
は
、人
の
い
と
な
み
が
土
地
の
記
憶（
地
霊
）と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、毎
年
10
月
に
行
わ
れ
る
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
ま
す
。（
文
・
写
真
＝
山
田
智
士
）


